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 夏休み中は、大きな事故やけが、病気の連絡がな

く、とても安心しました。児童、保護者、地域の方々

が命を大切にするために、それぞれが力を合わせた

結果です。感謝申し上げます。  

 ２学期が始まりました。１学期や夏休みの反省を

生かし充実した学校生活を送ることができるよう

に一緒に頑張っていきたいと思います。式中に本小

っ子に話した内容の概要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ○「あんしんメール」でもお知らせ

しましたが、歩道橋が通行可能に

なっています。子ども達には１年

近く、活動制限がかかり苦労をか

けました。２学期からは下運動場

で思い切り運動ができます。 

 

○また、前回（第８号）でお知らせしたように、本

山小校門前の道路工事が令和８年度末完成の予

定で順次行われます。 

 安全面を確保するため、車での送迎場所を旧体育

館跡地（歩道橋を渡る）と農業倉庫とします。校

門前の駐車は御遠慮ください。ご理解とご協力、

よろしくお願いいたします。 

 ９日の平和集会では、６年生の発表、集会委員会

の進行、みんなの集会に参加する態度、とても素晴

らしかったです。感動しました。ありがとう。 

皆さんが考えてくれた平和が廊下に掲示されてい

ます。食べること、家族や友だちと過ごすこと、バ

スケなど自分の好きなことができること、ふかふか

の布団に眠れること、勉強ができること、生きてい

ることなど、普段の何気ない生活にあふれている大

切なことに気付いています。すばらしいことです。 

みんなの考えをもとに、「当たり前」は「当たり

前じゃない」ということに改めて気付きました。 

私たちの身の回りにあふれている平和は当たり

前にあるものではなく、誰かが頑張って平和を創っ

ていること。そして「当たり前」を「当たり前にす

る」ことは、実はとっても難しいことにも気付きま

した。朝、早く起きて学校に行くこと、元気に挨拶

や返事をすること、好き嫌いなく食べること、勉強

や運動をすること、めんどうくさい日や、やりたく

ない日があるのは当然です。それでも一歩前に進も

うとしているのです。「当たり前」を「当たり前に

しようと頑張っている自分」をしっかり褒めてくだ

さい。そして、あなたも周りの人（友だちや家族）

の平和を創る人になってください。  

 ２学期も、「わくわく」「ぼよよ～ん」と乗り越え、

一人ひとりの力を合わせて、みんなが楽しく平和な

「ぽっかぽか」の本山小学校を創りましょう。  

【８月の校内掲示から】 

代表で発表してくれた、３年川上瑞結さん、平田

信利さん、吉田朱里さん、４年 網代楓さん、増田

紬さん、横山雄清成さん。ありがとうございました。 

目標をもって、その達成のために工夫していくこ

とが自分を大きく育てることにつながります。代表

の言葉を参考にしながら、本小っ子の一人ひとりが

自分の目標達成に向かって、ねばり強く挑戦し続け

ることを願っています。 

【つぶやき】 

 「やっと、咲いてくれた…」 
「今回もダメかと思っていた…」  
７月の初め頃、妻の喜ぶ声が聞こ  

えた。何度も挑戦してきたが、きれ 
いに花を咲かせることはできなかっ  
た。根を清潔に保ったり、栄養を与  
えたり、毎日目をかけ、気にかけ、  
手をかけてきたにもかかわらず…。  
なぜ、今回はうまくいったのだろう。  
妻曰く、「何度も我慢したから…」 
どうせうまくいかないのならば、いっそのこと

これまでやったことを我慢してみると決意した
そうだ。 
目をかけ、気にかけ、悩んでもグッと我慢し、

見守り続けたそうだ。  
植物のもつ生きる力を実感した出来事だ。  
「子育てとは農業のようなものだよ」と教えて

いただいた若い頃を思い出す。 


